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事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 30 ha

平成 31 年度　～ 令和 4 年度 平成 31 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H30年度 R4年度

％ H30年度 R4年度

55%

地域間のアクセス向上による満足
度

公園・歩行者専用道や出入口の設置に伴い、対岸地域へのアク
セスに改善が図られたと思う人の割合（アンケート）

自転車歩行者専用道および歩行円滑化施設により、対岸地域へのアクセ
スの向上を図る。

15% 25%

景観向上の認識度
公園・歩行者専用道の開設に伴い、景観が改善されたと思う人の
割合（アンケート）

地域環境の改善のため、埋め立てられた河川の上部に、緑あふれる空間
の創出を図る。

25%

・河川水質の悪化など環境問題の改善を図る地域の取組みによって正蓮寺川は埋め立てられたが、その上部空間の利用は、千鳥橋上流の一部区間にとどまっており、埋め立てた状態のままであることから景観に課題がある。
・正蓮寺川の北側または南側地域から対岸地域へのアクセスは各旧橋梁のみであるため、アクセスの向上を図っていく必要がある。

①正蓮寺川総合整備事業（昭和60年度：協議会発足、平成3年度：基本協定締結）
　正蓮寺川における総合的な整備を関係する事業者（大阪府、大阪市、阪神高速道路㈱）で連携し、地域の環境改善を図るため、地域とも調整しながら、緑あふれ安全・快適な空間整備の実現に向け事業を進めていく。また、緑あふれる空間整備と並
行して、出入口整備を行うことにより、地域間のアクセスを向上させ分断の解消を図るとともに、防災性の向上（横断橋梁のみである南北の避難動線の増強）を図っていく。
②此花区将来ビジョン　平成29年2月
　此花区におけるまちづくりのめざす姿として、正蓮寺川歩行者専用道を含む正蓮寺川公園が順次整備されることを前提にまちづくりのビジョンを策定している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 大阪府 大阪市 　正蓮寺川周辺地区

計画期間 交付期間 4

大目標：環境・景観の改善および地域コミュニティの向上
　目標１：正蓮寺川の水質悪化など地域の環境改善を図ることを目的として埋め立てた正蓮寺川の上部空間を有効利用し、景観に配慮した安全・快適な歩行者空間を確保する
　目標２：埋め立てた正蓮寺川の対岸地域へのアクセス向上を図る

・正蓮寺川は昭和39年頃から、舟運の減少、河川水質の悪化、河川による地域の分断等などの理由により、広域避難用公園整備等を目的としての埋立要望があった。
・また、広域主要幹線道路網の形成や交通混雑の緩和の観点から、阪神高速湾岸線と都心北部地域とを直結し、東西都市軸を強化する自動車専用道路の整備の必要性が高まってきた。
・このような状況の中で、阪神高速道路淀川左岸線を正蓮寺川の河川内に整備するのにあわせて治水、利水など河川が持つ機能を将来も確保（地下河川）するとともに、河川空間を公園等として環境整備を行うため、正蓮寺川における総合的な整備
（正蓮寺川総合整備事業）を大阪府、大阪市、阪神高速道路公団（現：阪神高速道路㈱）の三者が主体となって進めてきた。
・平成14年度には、掘割構造の高速道路を覆蓋化することにより生まれる連続性のある上部空間において、周辺地域の居住区間向上と周辺市街地の活性化、防災性の向上等に資するため総合的な公園整備を行うとともに正蓮寺川沿いに分布する区
役所等の公共施設や広域避難地と周辺市街地を結ぶ歩行者専用道を整備する変更を実施した。
・平成25年度に公園整備についてワークショップおよびアンケートによる意見聴取を行い、基本計画を策定した。
・平成28年度より公園および歩行者専用道の整備に着手し、平成30年度中に千鳥橋上流区間の整備が完了する予定である。



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【目標】正蓮寺川の水質悪化など地域の環境改善を図ることを目的として埋め立てた正蓮寺川の上部空間を有効利用し、景観に配慮した安全・快適な歩
行者空間を確保する
　・環境改善を目的として、埋め立てた正蓮寺川の上部空間に緑あふれる公園と一体となった安全・快適な連続した歩行者空間の確保
　・歩行者と自転車の通行空間の分離

【基幹事業】道路（自転車歩行者専用道）
【関連事業】公園

【目標】：埋め立てた正蓮寺川の対岸地域へのアクセス向上を図る
・公園・自転車歩行者道へ円滑かつ快適な人の移動のため、パラペット撤去およびスロープ・階段を設置することによって、人の流れを呼び込むだけでな
く、北側または南側地域から対岸地域へのアクセス向上を図る

【基幹事業】道路（自転車歩行者専用道）
【基幹事業】高質空間形成施設（歩行円滑化施設）

・平成29年11月に開設した正蓮寺川公園において実行委員会および区役所主催の正蓮寺川公園フェスティバルが開催された（約3000人が来場）。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（１）-④-３

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 大阪市 直 390ｍ 平成31年度 令和4年度 平成31年度 令和4年度 67.0 67.0 67.0 0.0 67.0 －

公園

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 大阪市 直 3箇所 平成31年度 令和4年度 平成31年度 令和4年度 1.0 1.0 1.0 0.0 1.0 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備事業

街なみ環境整備事業

滞在環境整備事業

合計 68.0 68.0 68.0 0.0 68.0 － …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 68.0
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
大阪市 ○ H31 R3 366

合計 366

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

公園 都市計画緑地正蓮寺川公園

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間

歩行円滑化施設（スロープ・階段）

交付期間内事業期間

都市計画道路正蓮寺川歩行者専用道（自転車歩行者専用道）

事業箇所名

0.438

事業主体 直／間 規模

交付対象事業費 68.0 交付限度額

細項目
事業

（参考）事業期間

29.8 国費率



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　正蓮寺川周辺地区（大阪府大阪市） 面積 30（2.5） ha 区域 此花区伝法１丁目、伝法２丁目、四貫島１丁目、朝日２丁目

高見地区

滞在快適性等向上区域

正蓮寺川周辺地区（約2.5ha）

都市再生整備計画区域

正蓮寺川周辺地区（30ha）



景観向上の認識度 （　％　） 25% （平成30年度） → 55% （令和4年度）

地域間のアクセス向上による満足度 （　％　） 15% （平成30年度） → 25% （令和4年度）

　正蓮寺川周辺地区（大阪府
オオサカフ

大阪
オオサカ

市
シ

）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標
代表的な

指標

大目標：環境・景観の改善および地域コミュニティの向上

　目標１：正蓮寺川の水質悪化など地域の環境改善を図ることを目的として埋め立てた正蓮寺川の上部空間を有効利用

し、景観に配慮した安全・快適な歩行者空間を確保する

　目標２：埋め立てた正蓮寺川の対岸地域へのアクセス向上を図る

■歩行円滑化施設
（高質空間形成施設）

■自転車歩行者専用道
（道路整備）

○正蓮寺川公園
（公園整備）

滞在快適性等向上区域
正蓮寺川周辺地区（約2.5ha）

都市再生整備計画区域
正蓮寺川周辺地区（30ha）


